
 

 

平
成
二
十
一
年
度
定
期
総
会
開
催 

 

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
て 
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２
０
１
１
年
東
京
都
高

等
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
（
８
月
開
催
）
で
Å
組
・

ＢⅠ

組
・
Ｃ
組
と
も
に
金
賞

受
賞
と
い
う
快
挙
を
達
成

し
た
都
立
杉
並
高
校
吹
奏

楽
部
１
２
０
名
の
名
手
た

ち
。 『

心
か
ら
心
へ
の
音
楽
』

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
３
月
28
日

（
水
）
杉
並
公
会
堂
に
て
第

30

回
記
念
定
期
演
奏
会
を

開
催
す
る
。 

 

 

都
立
永
山
高
校 

 
 
  

 

創
立
４
０
周
年
記
念 

 

都
立
保
谷
高
校 

 
 
 
 

創
立
４
０
周
年
記
念 

檀
上
は
、
山
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
都

高
Ｐ
連
Ｈ
Ｐ
の
２
０
１
２

年
辰
年
、
年
頭
を
飾
っ
た
の

は
都
立
狛
江
高
校
筝
曲
部
。 

２
０
１
０
年
度
東
京
都

高
等
学
校
文
化
祭
の
日
本

音
楽
部
門
で
「
優
秀
賞
（
第

一
位
）」
に
輝
い
た
。 

そ
し
て
２
０
１
１
年
８

月
13
日
～
21
日
、
北
京
市

と
中
国
中
央
テ
レ
ビ
の
招

待

で

「
M

e
e
tin

g
 

 
In

 
 

B
e
ijin

g
」（
国
際
青
少
年
交

流
祭
）
に
参
加
。 

日
本
代
表
と
し
て
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

和
服
に
よ
る
演
奏
を
披
露
。

さ
ら
に
後
日
同
ホ
ー
ル
で

被
災
地
代
表
と
し
て
招
か

れ
た
福
島
県
い
わ
き
市
立

中
学
（
和
太
鼓
）
と
の
合
奏

を
行
な
っ
た
。 

 

 

 

 

都
立
王
子
総
合
高
校  

 

開
校
記
念
式
典 

 

檀
上
は
、
鳥
海
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

都
立
富
士
森
高
校 

 
 
 

創
立
７
０
周
年
記
念 

 

都
立
井
草
高
校 

 
 
 
 

創
立
７
０
周
年
記
念 

 

檀
上
は
、
永
井
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

 

開
校
記
念
式
典
・
周
年
記
念
式
典
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

  

☆

☆

輝

い

て

い

る

高

校

生

☆

☆ 



  

 

東日本大震災 復興支援活動 
 

被災地に響く絆のメロディ。音楽は心をつなぐ！ 

富士森高校吹奏学部 

被
災
地
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
、
都
立
高
各
校
で

も
義
援
金
活
動
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
の
支
援
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
号
で
は
、
昨
年
の
夏

に
被
災
地
入
り
し
、
復
興

支
援
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
た
富
士
森
高
校
吹
奏
学

部
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

● 

● 
● 

 

２
０
１
１
年
３
月
11

日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
の
報
道
を
追
い
続
け
な

が
ら
、
支
援
の
あ
り
方
を

模
索
し
て
い
た
富
士
森
高

校
吹
奏
学
部
の
部
員
、
顧

問
の
田
戸
正
彦
先
生
が
決

め
た
こ
と
は
、
被
災
者
の

心
を
癒
す
現
地
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
開
催
で
す
。 

余
震
が
続
く
現
地
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
の
是
非

や
、
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
準
備

や
資
金
な
ど
ク
リ
ア
す
べ

き
課
題
は
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
当
初
部
員
た
ち
が

い
ち
ば
ん
心
配
し
た
の
は

自
分
た
ち
の
演
奏
の
質
に

つ
い
て
で
し
た
。 

「
吹
奏
楽
で
は
無
名
の
学

校
で
す
。
自
己
満
足
の
演

奏
に
な
ら
な
い
か
、
本
当

に
私
た
ち
の
演
奏
で
元
気

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
今
の
レ
ベ
ル
で
よ

い
の
か
、
正
直
い
っ
て
た

い
へ
ん
不
安
で
し
た
」
と

当
時
の
心
境
を
語
る
の
は

部
長
の
牧
野
智
美
さ
ん
。 

こ
う
し
た
不
安
も
全
員

の
ひ
た
む
き
な
練
習
で
解

消
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

伴
い
な
が
ら
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援

を
得
て
、
つ
い
に
現
地
コ

ン
サ
ー
ト
開
催
を
決
定
し

ま
し
た
。
田
戸
先
生
も
生

徒
も
気
が
か
り
だ
っ
た

「
保
護
者
の
賛
同
」
は
全

員
か
ら
得
ら
れ
、
８
月
28

日
よ
う
や
く
の
現
地
入
り

と
な
り
ま
し
た
。 

場
所
は
宮
城
県
名
取
市

閖
上
（
ゆ
り
あ
げ
）
港
。

津
波
に
よ
り
街
は
全
壊

し
、
犠
牲
者
７
０
０
名
に

上
る
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
で

も
震
災
後
す
ぐ
に
漁
港
の

朝
市
な
ど
を
復
活
さ
せ
る

な
ど
、
地
域
の
人
た
ち
は

力
強
く
前
向
き
に
歩
ん
で

い
ま
す
。 

 

当
日
は
部
員
全
員
で
書

い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の

う
ち
わ
を
観
客
の
皆
さ
ん

や
朝
市
協
同
組
合
の
皆
さ

ん
に
配
布
し
、
そ
し
て

『
絆
』
を
テ
ー
マ
に
し
て

組
み
立
て
た
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。 

演
奏
が
終
わ
っ
た
と

き
、
会
場
か
ら
『
あ
り
が

と
う
！
』
の
叫
び
声
、『
ア

ン
コ
ー
ル
！
』
の
声
も
上

が
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
長
の
内
田
達

也
君
は
、「
涙
が
出
る
ほ
ど

嬉
し
か
っ
た
。
元
気
を
も

ら
っ
た
の
は
僕
た
ち
で

す
」
と
手
応
え
を
振
り
返 

ら
も
ま
す
ま
す
現
地
と
の

絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。 

 

 

左
か
ら
、
牧
野
智
美
さ
ん
、
内
田

達
也
さ
ん
、
田
戸
正
彦
先
生 

 

東日本大震災義援金ご協力のお礼 
 

大震災直後より都高Ｐ連で募集して

おりました義援金は１月２４日現在で

１，５５６，６５１円となり、全高 P

の義援金口座へ送金致しました。全高

Ｐ連より被災５県の高等学校ＰＴＡ連

合会へ、皆様の義援金が直接届けられ

ます。 

心より感謝申し上げます。 

現在も義援金は受け付けております

ので、ひき続きご協力の程よろしくお

願いします。 

 

●ゆうちょ銀行    

●口 座 名： 

  東京都公立高等学校ＰＴＡ連合会 

●口座番号： 00100－8－631728 

●他金融機関からの振込用口座 ： 

〇一九（ゼロイチキュウ）店（019） 

   当座 0631728 

●備 考： 

通信欄に「義援金」と記入してください。 

り
ま
す
。 

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後

は
、
閖
上
中
学
校
を
訪
問

し
、
吹
奏
楽
部
の
生
徒
た

ち
と
合
同
練
習
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
も
同
中
学

校
と
の
交
流
は
続
き
、
楽

器
を
寄
贈
す
る
な
ど
の
支

援
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。「
顔
の
見
え
る
支
援
活

動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
私
た
ち
自
身
の

成
長
に
も
つ
な
が
る
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
田

戸
先
生
。 

音
楽
は
心
を
つ
な
ぐ
こ

と
を
実
感
し
た
富
士
森
高

校
吹
奏
学
部
は
、 

こ
れ
か 



 

 
 

の
年
２
回
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
も
６
月
４
日

(

土)

に
都
内
農
業
系
高
校

生
70

名
ほ
ど
が
来
島
し
、

本
校
生
徒
41

名
と
一
緒
に

植
樹
を
行
い
ま
し
た
。 

 

村
長
さ
ん
の
挨
拶 

 

10

班
編
成
の
中
に
本
校

生
徒
が
３
～
４
名
加
わ
っ

た
合
同
班
で
す
。
開
会
式

の
後
、
各
班
で
自
己
紹
介

を
し
、
森
林
組
合
の
方
が

各
班
１
名
つ
い
て
植
樹
開

始
。
場
所
は
雄
山
中
腹
か

ら
麓
寄
り
の
傾
斜
地
で
し

た
。
苗
木
は
島
内
に
元
来

自
生
す
る
ヒ
サ
カ
キ
、
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
、
タ
ブ
ノ
キ
、

オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
４
種

で
森
林
組
合
で
育
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

１
日
で
各
班
10

ケ
ー
ス

(

１
ケ
ー
ス
３
号
ポ
ッ
ト 

植
え
25
本)

植
え
ま
し
た
。

ク
ワ
や
手
グ
ワ
で
植
え
穴

を
掘
り
ま
す
。
今
年
は
ハ

チ
ジ
ョ
ウ
ス
ス
キ
に
覆
わ

れ
て
い
た
所
だ
っ
た
の
で

ス
ス
キ
を
刈
り
な
が
ら
植

え
ま
し
た
が
、
防
風
対
策

で
ス
ス
キ
の
間
に
苗
が
あ

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

 

終
了
後
は
三
宅
高
校
の

武
道
場
に
集
合
し
、
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

交
流
会
後
の
様
子 

 

三
宅
の
生
徒
に
と
っ
て

は
都
内
か
ら
来
た
生
徒
と

一
緒
に
何
か
を
し
、
話
せ

る
こ
と
が
楽
し
み
な
の
で

す
。
植
樹
を
通
し
て
交
流

が
深
ま
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

【
事
例
発
表
】 

都
立
富
士
高
等
学
校
「
父

母
と
先
生
の
会
」
会
長 

高
野
剛
氏 

富
士
高
校
で
は
お
や
じ

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
講
師

と
な
り
、
奉
仕
の
時
間
を

利
用
し
「
キ
ャ
リ
ア
講
演

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
高
校
１
年
生
、

中
学
２
年
生
を
対
象
と
し

て
行
い
ま
し
た
。 

 【
パ
ネ
ラ
ー
】 

■
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
編
集
長 

角
田
浩
子
氏 

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
社

会
的
・
職
業
的
自
立
に
向

け
、
必
要
な
能
力
や
態
度

を
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、

職
業
教
育
と
は
異
な
り
ま

す
。
若
者
を
社
会
に
移
行

さ
せ
る
教
育
を
キ
ャ
リ
ア

教
育
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

■
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
グ
ル

ー
プ
採
用
セ
ン
タ
ー
総
括

担
当
参
事 

 
 

楠
元
康
紀
氏 

今
ど
き
の
若
者
の
傾
向

と
し
て
は
、
素
直
で
真
面

目
で
す
。
し
か
し
、
自
ら

が
目
標
を
設
定
し
取
り
組

む
こ
と
が
苦
手
で
す
。 

 

 

三宅島 

緑化プロジェクト 
 

農業系高校と三宅高校の交流 

伊
豆
七
島
の
三
宅
島

は
、
平
成
12

年
に
大
噴
火

し
全
島
民
が
避
難
を
す
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
４

年
半
後
の
平
成
17

年
よ
り

帰
島
が
始
ま
り
、
荒
れ
た

土
地
へ
の
植
林
が
始
ま
り

ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
園

芸
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
が
中

心
と
な
り
、
園
芸
高
校
他

都
内
の
農
業
系
高
校
生
と

三
宅
高
校
生
で
植
林
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

三
宅
島
で
の
植
林
活
動

の
様
子
を
三
宅
高
校
森
先

生
に
執
筆
を
お
願
い
し
ま

し
た
。 

 

平
成
17

年
６
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
三
宅
島
緑
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
今
年
で

７
年
目
と
な
り
、
毎
年
６

月
と
11
月(

荒
天
で
中
止) 

 

リーダー研修会 
 

平成 23 年 12 月 10 日 

国立オリンピック記念 

青少年センター 

平
成
23
年
12
月
10
日
、

東
京
都
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、『
キ

ャ
リ
ア
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
』

を
テ
ー
マ
に
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
土
曜

日
の
夜
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
３
１
名
の
参
加
を

頂
き
ま
し
た
。 

 

 

就
職
に
関
係
な
い
こ
と

は
や
ら
な
い
学
生
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の

多
様
な
経
験
を
自
分
の
言

葉
で
表
現
で
き
る
こ
と
が

大
切
で
す
。 

 

■
鹿
島
建
設
㈱
中
央
環
状

品
川
線
総
合
事
務
所
五
反

田
出
入
り
口
工
事
事
務
所 

副
所
長 

 
 

 
 

須
田
久
美
子
氏 

大
学
を
出
て
か
ら
、
ず

っ
と
土
木
の
研
究
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は

女
性
の
土
木
作
業
技
術
者

が
増
え
て
い
る
の
で
、
相

談
相
手
の
よ
う
な
役
割
も

あ
り
ま
す
。
女
性
に
と
っ

て
は
、
ま
だ
ま
だ
狭
き
門

で
す
。
土
木
技
術
者
を
目

指
し
て
い
る
女
子
学
生
に

情
報
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

左から 楠元康紀氏、角田浩子氏 

須田久美子氏、高野剛氏 

 

 

 

会場の様子 

 

 

 



 

 

 

 

  

 
 

都高Ｐ連  ホームページ 

URL www.tokoupren.org 
                           

都高Ｐ連  事務局メールアドレス 

jimukyoku@tokoupren.org 
                           

 

ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
い
の

ち
輝
く
」
学
校
生
活
を
送
る

た
め
に
！
悩
み
迷
え
る
年

頃
の
「S

.
O
.
S

」
に
果
た
し

て
い
ま
何
が
必
要
か
？ 

11
月
19
日
荻
窪
タ
ウ
ン

セ
ブ
ン
８
階
大
会
議
場
に

は
、
生
憎
の
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
80
名
が
参
加
。
司
会
進

行
の
園
芸
高
・
星
会
長
に
紹

介
さ
れ
た
こ
の
日
の
講
師

は
、
現
在
海
上
自
衛
隊
全
般

の
職
員
に
対
し
て
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
技
術
を
指
導
す

る
基
幹
員
、
防
衛
省
海
上
自

衛
隊
保
全
監
査
隊
総
務
課 

准
海
尉
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
石
塚
勝
己
氏
。 

 

和
気
藹
々
と
話
を
進
め
る
講

師
の
石
塚
勝
己
氏 

 

隣
同
士
で
作
っ
た
２
人

組
で
の
実
習
を
挿
む
ユ
ニ

ー
ク
な
講
演
で
、
参
加
者
は

伝
え
る
立
場
・
聴
く
立
場
の

そ
れ
ぞ
れ
の
難
し
さ
を
体

感
。
相
手
の
気
持
ち
を
受
け

止
め
る
態
度
で
、
先
ず
「
耳

を
傾
け
よ
う
」
。
否
定
を
せ

ず
、
と
に
か
く
吐
き
出
さ
せ

る
。
そ
し
て
カ
タ
ル
シ
ス
を

得
た
と
き
、
人
は
前
向
き 

に
な
る
準
備
が
で
き
る
・
・
・
。

決
し
て
結
論
を
急
が
ず
、
相

手
が
沈
黙
し
た
ら
じ
っ
と

「
待
つ
」
と
い
う
聴
き
手
の

「
心
構
え
」
こ
そ
が
極
意
。

最
終
的
に
は
相
談
者
自
身
に

決
定
さ
せ
る
。
そ
れ
は
相
手

を
一
歩
成
長
さ
せ
る
こ
と
で

あ
り
、
責
任
を
自
分
自
身
に

持
た
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
。

「
答
え
は
相
談
者
の
中
に
あ

る
」 

 

11
月
５
日
に
、
都
立
工
芸
高

校
の
視
聴
覚
室
を
お
借
り

し
て
東
部
北
地
区
初
の
合

同
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
２
部
構
成
で
、
前
半

は
「
ひ
だ
ま
り
の
詩
」
が
有

名
な
元
ル
・
ク
プ
ル
の
藤
田

恵
美
さ
ん
に
よ
る
癒
し
の

コ
ン
サ
ー
ト
、
後
半
は
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
日
野
豊
さ

ん
の
「
自
分
を
高
め
る
コ 

ー
チ
ン
グ
」
の
講
話
と
原
田

始
美
さ
ん
に
よ
る
ヨ
ガ
体

験
と
い
う
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
１
２
４

名
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛

況
の
中
で
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
い
つ

も
子
ど
も
と
向
き
合
い
忙

し
い
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
、

ご
自
分
の
た
め
だ
け
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を
提

供
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 

 

 

 

第 62 回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会 

和歌山大会 
Ｈ２３．８．２３(木)～８．２４(金) 

メインテーマ  和をもって響き合え！ 

サブテーマ   ～つれもて広げる 共育の輪～ 

第１分科会   学校教育とＰＴＡ 
～社会性を身につけ「生きる力」を育む教育と PTA 活動～ 

                      

中

部

南

地

区 

東

部

北

地

区 

今後のスケジュール 
03/07(水) 会長選挙 

05/11(金) 新旧運営委員会 

05/18(金) 新旧全都会長会 

都立板橋高校 事例発表校に決定！  

                      


